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？
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v. i
p
a
e
s
t
r
y

 

I

 

c

oil
e
i
-
c
e
T

 

A
.

 

D
e
m
a
n
g
e
o
n
,

 

I
/
E
m
p
i
r
e

 

び r
i
t
a
n
n
i
q
u
e

 ; 

H
o
b
s
o
n
,

 

T
h
e

 

s
o
l
u
t
i
o
n

 

o
f m

o
d
e
m

 

c
a
p
i
t
a
l
i
s
m

 ;
:
K
.

. Hi
s
l
e

 

d
u

一へ

p
l

k

 s
g
l
a
i

 

a
n

 X
I
X
。
I
1
Q
.

 

H
.

 

s

f
 

u

f
 

kltion: c
o
m
m
l
a
l
e

 

et i
l
s
t
l
e

 

d
e

 

3
.
1 

8
g
. 
^
l
s 

L
a

 

F
r
a
n
c
e

 

f
 l

o
m
f

 

et 

sociale 

a
n

 

X
V
I
I
P

 

l

e

; 

E. 
L
e
v
a
l
r
,

 

H
i
s
l
e

 

巴es 

Classes 

l
i
i
, e

n

 

France, 

H
i
s
t
f

 

d
u

 -
c
o
m
m
e
r
c
e
,

 

p.「
v
e
r
— 

l
r「

H
a
l
l

 

I
 

G
e
v
e
r
b
e
; 

H
.

 

p
i
n
e
,

 

Histoire 

d
e

 B
e
l
g
i
q
l

 
p
i
. 

w
l

 ̂G
e
s
c
l
t
e
'
d
e
r
: M
e
d
e
r
.

i
a
n
d
e

 ; 

4
sl
:
.
H
O
U
t
t
e
, 

^

t-
*
.
a

 

d
e

 

L
_
c
l
e
n

 

R
e

l
e

.

 

H
u
g
o
-
C

へM
 
ブ

齡

M
.

 

T
h
e

 

-
 

.

.

 

^

I
n 

stAate. 

變

i
s
l
'

 

I
s
i
l 

w
i
r
t
s
f

 t

養

&

f
 

p. 

1

0

1
 ;

E
s
s
a
w

 s
u
l
v
m
s
t
l

 

d
e

 la 

c
i
v
i
s
s
a
t
i
p
l
s
e
.

 

_
 iq

l
l
e
t
,

 

Histoire 

塗
 Feuple, 

I
H
C
a
i
l
l
；
E.: 

J
a
f 攀 

H
i
s

霉
 

o
f 

d
l
s
t
l
c

 

a
n
d

 

I

t
 

C
o
m
m
e
r
c
e

 :cf 

the 

o
「
the 

.
A
l
i
i p

e
o
p
k

 ; 

V.-S. 

Clark, 

History 

o
f

 tHe 

M
a
l
c
t
u
r
e
s
:

 

i
p 

the: 

u

f
 

d

 

States, 

w
r

f
, 

I
n
d
u
t
i
a
r
l
l
l
n

 

of . the

United- 

ニ 

N
vi
.客 nrry 

Blvtler, 

L
e
s

 
一，&a

t
s
-

W
2.
S
pi
f

o'
r
i
q
u
e
.

、參
照
.

)

.
:务
_

*

れ
資
本
生
義
崖
.：？

比

、
：
現
：代

經

塞

活

の

：

M

ゆ
る
分
野
.
に
幽
花
し
、
商
業
•
工
業
•
金
#

1

領
域
に 

ぷ
！IT.

■

粗
る
。
福
か
：も
#

彻
背
後
_

は
、「

^

^
«'

る
»

會
的
改
變
.が
«

を
接
し
“
て
追
隨
し
^

ぎ
し
各
進
化
形
態
の

影
像
が
^

し
出
さ
れ
て
屁
か
。
：
：

.

:

.

'

,

.̂
*
-

ま
れ
V

現

傲

經

濟

學0;
1
最
も
：：合
理
的
な
る
硏
究
對
象
は

「

::
'

^

 

ド

成

立

七
， 

.
1

十

li:(
S
1
1

札)

現

代

鼠

理

墨

舉
 

第

四

鉞

：
七
.七



m

1

4

n
 (

五
四

0〕

現
代
，の

.純
理

.純
濟
學

. 

'
.
第

^
號

七

、

.庇
视
實
經
濟
刺
度
其
の.名
の
‘1?
.ぁ
.る
.

-

0

■:
:

.

: 

,

ニ
：
現
代
經
濟
組
織
に
於
け
る
純
理
經
濟
學

.|.個
の
繳
濟
細
織

(1
-
甚
‘で
純
理
經
濟
學
め
指
導
摒
理
は
> 
該
組
織
機
能
の
基
礎
た
る
嚮

®S

念
を
認
識

1

0
事
に 

山
て
把
促
せ
ら
.れ
る

o
.經
驗
の
示
す

ビ

と
.ろ
に
.依
れ
ば
>
»
て
の
現
實
的
社
會
は
論
理
的
德
疇
を
有
す
る
。
勿
論
此



の 
範
晴
は 
經
_

生
活
.に
 
於
け 
る
'現
實
的
諸
 
要
素
に 
依
據
す
る 
も
の
で 
ぁ
ヶ
、
 

其
の
.舰
念
'的
形
.，態
で
ぁ
る
。

..「

經
濟
的
見
地ょ

&

>
一
 

定
社
會
組
織
の
，
.機
能
が
正
常
且
圓
滑に

作
用
す
る
.場
合
を
盤
す
る
は
頗
る
合
理
的e
ぁ
：. 

る
o

:

而
し
.て
總
て
の
現
®

的
社
#

紺
織
に
は
、
.其
•のf t

念
.的
經
濟
紐
織
を
典
梨
ど
す
る
純
理
-經
濟
學
が
必
ず
確
立
せ 

ら
れ
る
：
現
.啤
の
.經
濟
組
織
{:
:
於
け
を
純
理
-經
^

^
は
個
人
办
責
任
逆
自̂

^

«な
：る
1
一：大
旗
則
^;
*

礎
ミ
し
て
e
 

る
0
'總
ゆ
'る
«
濟
的
&

動
の
本
質
的
主
；耍
働.因
«
:個
*
的
利
益
：で

ぁ

气

^
^
は

命

嚷
 

'個
人
的
利
益
：i
一
賣
七
、
v 

所
有
權
：ビ
言
ふ
籁
疇
、'個
人
0
責
任
匕
~*
日
ふ
.行
動
の
规
範
ぼ
11
し

て

：
居

：
る

。

：

雜

炉

も

斯

ぐ

統

制

さ

：
れ

ね

る

經

，濟

立

活

- 

は

、‘

の

結
#
 

し

で
、
2:
り
.
大

な

る
.利

益

を

狐

ん
V」

す

る
.個

人

間

の

絕

へ
r
Jる

鬪

带

ミ

な

：
：
る

の

；

7

の
.る
0:
兹

に

^
、 

て
、
舊

.の

.均
等
を
*

f

す
る
分
勞
S
交
換
な
：る
ニ
つ
の
新
原
則
が
現
れ
る-。
亂
.に

パ
孑
テ
ィ
，ァ'の
#
:
へI
が
#
 

<
 

:

d
a
n
s

 

F
i
s
o
l
e
m
e
s
,
l
e
s

 )prosp6rit 
ぼ 

se 

n

B.s
e
n
t
; 

p
a
r

 

ia>
>
l
n
g
e
r 

ks: 

の
：
‘で 

あ
る 

f
t
e
s

 

h
l
l
o
l
l
i
e
s

s'd
n
^
q
u
e
s
'
c
h
a
p
.

 

I
V
,

ち 

：

'
然
る
に
、
：
個
人
的
利s

、
此
等
ニ
個
の
新
講
の
作
用
の
も
ど
に
、

一 .
定
の
形
態
を
採
ら
んf

る
。
W
ち
に 

は
個
人
を
駆
つ
て
最
少
の
.勞
©
を

以

て

最

大

の

‘價

俯

を

»
得
せ
し
め
ん
.ミ
す
る
。
然
か
.も
生
摩
の
社
會
的ff
l
^t
は
k
 

淹
物
の
社
#
的
效
用
に
比
例
す
る
。
そ
の
結
果
、各
入
は
必
然
：的
に
社
會
的
欲
0
、
生
_產
の
，社
&
的
效
用
を
中
6
觀
念

せ
：
し.て
、
其
の
行
動
を
統
制
せ
ん
：：

§
す
：
ゐ-0
'斯
ィ
の
如
，

—
し
て
、
個
人
責
任
の
拟
則
よb出
發
し
、
與
•(
?
)鍺
架
は
、 

自
然
的
風
論
理
的
に
、‘全
體
ヒ
し
て
考
察
せ
、
b
.る
.、
社#
的
欲
^
に
適
應
す
る.社
«
組
織
.の
稱
成(■
:
到
達
すIる
の
.で 

.あ
：
.る：
。
.

：

而
し
て
1
V
0僵

_
»
-
>
經
濟
組
織
ば:-
.本
霞

個

入

間

：の

_
患

擊

¥
«想
す
冶
。
蓋0
自
这
«
任
の 

認
容
'せ
ら
る
V
は
、
各
者
經
濟
的
活
動
に
何
等
の
隙
糞
し
€
の
條
件
を
俟
つ
て
甫
め
で
可
能
せ
な
る
が
‘故
.で
ぁ 

る 

然
る
に
、
各
人
：が
冬0:
-
#働
の
效
用
に
东
比«
じ
で
^
*を
享
ぐ
、る
爲
に
は
、
必
然
的
に
、
.
總
■
の
.人
が
同
一 

の
勞
働
條
#
に
置̂
れ
て
な
け.れ
ば
な
ら
な
い
。

SIM

は
之
ビ
相
違
し
て
、
多
ぐ
の
障
碍
が
斯
く
の
却
き
舞
濟

a
織 

»

迅
.常
：«'
ん
作
用
^

妨
«
し
て
6
.る
。

か’
>
る
爱
障
ば
次
の
如
き
？
！
實
よ
6
生
す
、.る
の
.で
あ
る
'。

^

個
人
的
能
ガ
：の.不
：平
等
へ
.
.：

、
>■

:
'

■

”資
*-
-
麻
«
%り
_
货
，る
經
濟
的
資
カ
办
本
平
等
丨.
 

:

ぃ
(c
)
:
:
:
:
社

會

钠

地

位

：よ

：
り

注

，

る

.經
濟
的
寶
ガ'の
不
.平
等 

(a
)
.
,
'
經
濟
的
無
知
：
*
:
.資
本
の
.

K

完

全

ぼ

る

移

藝1-
出
て
、
継

璧

障

礙??
-蒙
^

る
競
#
©
作
用
其
れ
自
體

■ 

滅
:1
.行
^
-競
#
の
原
»
其
_
自

體

(

•?
§
&
§
, 

Syst 
ぎ e 

des 

contradictions .',

ol'co:n:omiques,.'&ap.

^

 

- 

t

:

.

.

. 

:

.

.

.

.

.

.

.

 

, 

.

!

'
 

•

.

.
然

か

も-—
*般
{1
.フ
自
:1
肌
#
’に.對
す
右
斯
く
の
如‘き
障
碍
，も
、
現
實
鉻
濟
組
織
の
龙
常
な
る
作
用
を
枞
本
的
に
拘 

束
1,
得
_す
,̂
信

^
ぬ
れ
て
辱
る

V-吾
人
ゆ
鍵
に
其
の
當
否
を
.論
じ
な
い
o
喷
、、
現
實
經
濟
與
織
の
基
反
た
る
嚮
導
觀 

念
：は
依
然
ビ
し
て_
_競
爭
^
«̂:
所
以
を
明
示
す
れ
ば
足
り.る
.の
で
あ
る
。：
事
實
上
.、經
濟
的
見
地
よ
り
す

t
ば
- 

斯
^
®如
ぎ
嚮
導
觀
念.は
；
、
艰
代
猶
意
：雞

e
社
#
®]
®

の
强
制
力

€

に
依
‘つ
て
.、
經
濟
組
織
の
法
則
ビ
化
し
て
居
る

S
十
一i 

(

五
四
4〕

現
®
純
禅
^

 ̂

策
.四

號

4九



.
第

二

十

二

狯

S

四
ニ)

現
代
の
純
理
終
濟
敬 

锻
四
號

：

(

Q

©

茂

©m
m
b
n
s
,
:

 L
e
g
a
l

 

fbullnatibn'of 

c^;
S

B
a:
參
照
'

)

.. 

.

：

，

i 

一'然
‘b;
^

、
‘ 

'

論
理
的
秦
念
的
就»
鈕
織
0
作
用
^
何

等
5
1障
碍
：な.き
場
合
.
、
.

A
 

何
。
此
は
代
用
の
比
率
、
，，
換
言
す
れ
：

.ば
事
物
間
の
：交
換
比
率
で
あ
る
。
疆
經
濟
學
が
屢
メ
交
換
經
濟
學
ど
稱
せ
ら 

る
^
は
斯
、
る
意
義
に.於
^

で
お
る
：。
固
ょ
り
此
の
場
合
に
於
け
る

.交
換
の
：辭
義
は
.顧

る

廣

義

の

も

の

负

あ

气

其 

の
目
的
が
生
產
に
も
あ
れ
、
消
費
に
も
あ
れ

 

> 
一
物
ビ
他
物
ビ
の
物
質
的
代
镫
の
意
義
に

»
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

斯
ぐ
の
如
き
交
換
は
總
ゅ
裏
制
を
越
ぇ
.て
實
現
.さ
れ
る
も
の
で
戀
い
。
交
換
は
市
場
に
於
て
實

f

 

i

l胃
 

ふ
0'
.
が
1
.般
的
原
則
で
か
る
。
純
理
經
濟
學
の
硏
究
ぜ

：

ん
，
^

t
e
m
e
n
t
i

 d

 E
c

o'homie. politique 

pui*e ;
. E. 

A
n
t
o
n
e
l
p
r
i
n

G.pes 

d

txj
.
c
o
n
b
m
i
e

 

p
u
r
e

 

參
喂
ノ 

市
場
«
必
然
的
に
举
衡
せ
ん
^
^
.ん
.。
屯
«

せ
ん
ホ
す
る
肋
の
«

向
は
：市
場
の
本
質
.で
，め
る
0
現
實
の
ぴ
場
は
防 

的
狀
態
に
*

か
。
.
.然
し
乍
ら
、
靜
的
平
衡
の
諸
：條
件
ょ
り
檢
鼓
し
始
务
る
.の
が
自
然
で
：あ
.る
。(

此
動
的
、
靜
的
の
名
'
 

辭

は

的

の

，意
義
；
お
る
.。
；此
a

oiark, 

S
c
h
u
m
p
e
t
e
r

'.::

嘮
其
れ
由
栩
襄
ず
—

純
理
^
^
學
の
解
決
甘
ん
ど
す 

る
は
f t

の
率
衡
の
間
題
で
“

？

：
：

. 

• 

: 
.

:,
'

.
是2

餐

、
吾
人
は
交
換
價
値
：、
® '
格

、
|

%

:

^

#

@
簡
題
ー
に
遒
遇
章
る
。
：
：：通
常
>

_
ミ

^

意
且
不
疋
確
に
用
ひ

S
れ
て
居
る
。
マ
吾
人
{-
從
：.へ
ば
>
,
.交
換
傻
値
ゆ
市
場
：に
於
け
る
自
然
的
事

S

で
あ
る
。

は

交

換

？
れ
る
商
ロ
!1
:
饿
位
の
有
す
る
交
換
«

値
の
.比
率
で
あ
る
0

市
場
.交
換
の
實
現
さ
.
れ
る
場
合
^

冷
け
.る
.商 

品
0.

猶
要
最
ク
：供

給

爆

着

；。
其

0;
.
.商
品
；の
有
效
蕭

 

r.

南
品
；
 

效
S

:
®
は
他
商
品
の
有
效
供
給
に
相
等
し

^
/
の
推
論
に
，到
達
す
る
。
 

：
.
.

以
上
0
.
,
定
義
ょ
ら
し
て
次
^

3
個
の
命
題
を
.得
.る

.'
0

.

第
.
一
命
®

‘

價
格
は
相
互
に
.交
換
せ
ら
れ
た
.る
數
，贵
の
反
比
.に
等
し
o

.

.

第
-

1
i

命
題
人
商
品
の
5

商
品
.に
對
す
る
有
效
雷
耍
、(

又
は〕

供
給
は
、
.B

商
品
の
有
效
供
給
、.
.

(
又
は〕

需
要
に
"

,

A

贿
品
を
.以
て
計
り
た
.る
B
:商
ロ
顧
格
を
乘
じ
た
る
賴
に
等
し
。

第
H
命

.®

.

A
B
1
1
商

品

：
の
：
存

す

：
る

場

合

、

<
商
'品
の
有
效
供
給
{̂
對

ず

名

該

商

；ロ

叩

の

有

效

需

喪

0
比
6
、
B
歐

品
 

' 

• 
'
の
有
效
猶
要
：に
翁
す
る
^
の
商
品
'の
有
效
供
給
.の
比
に
等
し
。
，
 

' 

.
,
;
,
以
土
は
唆
換
論
に
於
ゼ
る
本
質
的
定
.截
で
あ
る
。
生
淹
論
セ
於
て
も
亦
：、
.狐
常
使
用
せ
ら
る
、
漠
然
た
る
名
辭
を 

避

财

て

；
等

じ

く

嚴

.正

*5
:る
定
義
が
與
べ
.
6れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.f.

般
に
、.
.
.
生
產
者
勸
務
を
土
地••

勞
働
•資
本
i

s
ふ
。
‘ 

ヮ
火
タ
；ス
綠
騰
に
此
等
名
_

の
不
正
確
な
る
所
以
を
明
示
し
た
の
.で
あ
る
。

.勞
働
ミ
言
.ふ
は
>
‘個
人
的
能
カ
即
ち
各 

自
m
內
在
す
：る
勞
働
为
0
勸
務
を
意
味
す
る
0
故
.は
勞
働
.e
並
列
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